




































































































































度の内的整合性を示す Cronbach の α 係数は，身体的












（3）防衛スタイル指標：The Defense Style Questionnaire
日本語版（中西，1998；以下 DSQ−42とする）





スタイル尺度の日本語版 DSQ 42は質問項目が 88あっ



























期間は 2012年 9月中旬から 11月末であった。
Ⅲ．結 果
1．愛着スタイルについて
安定型を選択した者は 216名（男性 79名，女性 137
名）で全体の 54.7％，回避型を選択した者は 105名（男
性 33名，女性 72名）で全体の 26.6％，両価型を選択し






































































































































見られた（順に F（2,392）＝26.56, p＜.01 ; F（2,392）＝













な主効果が見られた（順に F（2,392）＝11.01, p＜.01 ; F
（2,392）＝4.75, p＜.01 ; F（2,392）＝4.76, p＜.01 ; F
（2,392）＝15.33, p＜.01 ; F（2,392）＝28.75, p＜.01 ; p
＜.01 ; F（2,392）＝4.76, p＜.01 ; F（2,392）＝15.33, p
＜.01 ; F（2,392）＝28.75, p＜.01 ; F（2,392）＝12.66, p
＜.01 ; F（2,392）＝2.55, p＜ .05 ; F（2,392）＝6.22, p
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